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デザインから架設まで， 模型を通じて橋梁製作の過程を探ろう
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1 . はじめに

鋼橋は， 吊橋や斜張橋のような長大橋から， 一般的

な都市高速などで見られる高架橋の類まで幅広く利用

されており， 橋梁工学を学ぶ者にとっては， 実際の現

場での教育が最重要である．しかし，現状の授業では，

これを体験することは非常に難しい． 構造力学や構造

工学， そして， さらに橋梁工学といった座学での教科

を学ぶものの， それらがどのような状況で利用されて

いるか実感がわかないのが現状である．そのような中，

本助成金の申請があり， かつ， 全国では， 鋼橋模型製

作大会(JSBC）と称して橋梁模型のデザイン ・ 架設を競

う全国大会が開催されていることもあったため ， この

機会を利用し， 生きた構造力学および橋梁工学を学ぶ

ことを目標とした． 本稿では， この全国大会への参加

を通じて， 種々学ぶことができた構造力学および橋梁

工学について報告する．

鋼橋模型製作大会(JSBC)は＇ 3 年前より開催されて

いる全国規模の大会である． 鋼橋模型をデザイン ・ 設

計することから取組み， 解析， 架設作業について学生

自身の力によって，全てを実施することが特徴である．

座学や簡単な実験など 3 とかく受け身になりがちであ

るが， このJSBCを通じて， 自らがこのものづくりには

欠かせない一連の工程を小さいものながら経験するこ

とができる点に特徴がある. 2012年度は ， この大会に

学部3年生の一部有志を含めた研究室メンバーを中心

としてチー ム構成した．

2. チームの結成

4月よりチー ムを結成し， 全国大会へ向けての準備

を開始した． 図－1は計画の概念フローである． 後ほど

述べるが， この計画でも， タイトなスケジュ ーノレとな

っている．

さて， チー ム名は熊本にちなみKMMT工務店とした．

このような取り組みでは， 結束力を高めるため， チー

ムユニフォ ー ムが重要である． 今 回は， ポロシャツに

チー ム名などをプリントし， チー ム全体で着ることと

した

3. 模型の設計と製作および載荷試験
3. 1 模型のデザイン

まずは， 簡単にJSBCのノレーノレを確認しておく．

［模型サイズ］橋長4m， 高さ60cm， 幅60cm以内

138 

［チー ム構成］4-6人

［審査項目］架設時間（30分以内）， 美観， プレゼ

ンテ ー ション， たわみ（6mmになるべく近づける），

総重量等

これらの／レー ルは3年間で少しずつ変化はあるもの

の大きくは変わっていない． 故に出場チー ムの中には

経験が豊富なチー ムもあり，年々， 趣向を凝らした作

品が増えつつある． 熊本大学からのチー ムは， 過去2

大会の美観部門に関して， 第l回は第l位， 第2回（エキ

シビジョンマッチ）は第2位という成績を残している．

今年で3回目となるが， 美観部門第l位を奪還すべくコ

ンセプトを入念に考えた． 図－2は研究室で、行ったデザ

イン案に関する検討風景である． 実際の橋梁ではどの

ような形式があり得るのかを教員から聞きながら， い

くつかの案を徐々にl案に絞り込んでいったその結果，

橋梁形式として， これまでの大会ではあまり目にする

ことのなかった「中路ア ーチ橋」を取り上げた． デザ

インコンセプトは，熊本のランドマ ー クの1つである阿

蘇の壮大な外輪山（カノレデラ）をイメー ジした ． そのた

め， 阿蘇の山々をイメー ジした三角形トラス構造を主

体とし， 中央部にくぼみをもたせているかのごとくデ

ザインした．

4日メンバー決定

5日号ザイ〉案話し合い

b自宗ザイ〉決定、提雪量作事選

7局関菌製作、機梁製作鴎始

8.A橋謀議選作、僑梁完成

切2コ〉

図－1 本番までの計画














